
「統合報告書2018」の発行に当たって

住友商事では、2014年版の「アニュアルレポート」から、従来型の財務情報開示に非財務情報を加え

るとともに、その両者を有機的に結び付けた情報開示に努めることで内容の拡充を図ってきました。

2017年には、住友の事業精神、住友商事グループの経営理念に加え、国連総会にて採択された

SDGs（持続可能な開発目標）も踏まえ、事業活動を通じ、自らの強みを活かし優先的に取り組むべき

重要な課題として「社会とともに持続的に成長するための6つのマテリアリティ（重要課題）」を特定・

開示したことなどから、「統合報告書」に改称し、さらなる内容の充実に取り組みました。

「統合報告書2018」では、これまで多くのステークホルダーの皆様から頂戴してきた「総合商社と

は？」という疑問にお答えすべく、当社グループの持続的な成長を可能にする価値創造モデルを提

示しました。また、2018年5月よりスタートした「新たな価値創造への飽くなき挑戦」をテーマにした

「中期経営計画2020」についても、その成長軌道を推進するための柱や仕組みなどを詳しく説明して

います。

作成にあたっては、国際統合報告協議会（IIRC）が提唱する「国際統合フレームワーク」や経済産業

省が発表した「価値共創ガイダンス」に加え、日頃ステークホルダーの皆様から頂戴するご意見・ご

質問を参照しました。その上で、各組織と連携を図りながら、グループ横断的な考え方を集約するとと

もに、当社グループの過去・現在・未来を、長期的かつ総合的な視点から、分かりやすくお伝えでき

るよう誠実に作成しました。

当社は、今後もステークホルダーの皆様のご意見を参照しながら統合報告書の内容の充実に尽力

するとともに、統合報告書を建設的な対話のツールとして活用し、持続的な企業価値の向上に努め

ていきます。

2018年10月

取締役会長

取締役会議長

中村 邦晴
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